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事例報告

―スクーバダイビングを中心とした実習の悪天候時の対応について ―

はじめに

　福岡大学スポーツ科学部のアクア・スポーツ実

習は，今年 ( 平成 28 年 ) で 46 回目となり，昨年

度からカリキュラムを大幅に変更して 2 年目であ

る．本実習は，平成 10 年の学部改組転換からマ

リンスポーツ等のレクリエーショナルスポーツを

取り入れ，現在はスクーバダイビングを中心に，

大学教育の一環として「より高い泳技術の習得」

「自然環境の理解と共存」「命の尊さを知ること」

を目的として実施している．

　我々が行っている主な競技スポーツは，アス

リートがより高いパフォーマンスを発揮できるよ

うに，競技が行われるフィールド自体を整備し，

より良いコンディションで実施できるよう努めて

いる．つまり競技者に合わせて環境整備が行われ

ている．しかし，スクーバダイビングのように自

然環境で行われるスポーツは，時に天候によって

活動内容が左右され，そのフィールドに合わせて

プログラム自体を整備する必要があり，実習を行

う際には，それを理解して取り組まなければなら

ない．

　本年度のアクア・スポーツ実習は，熱帯低気圧

の影響によって雷雨に見舞われ，予定していたカ

リキュラムが遂行できない状況であった．このよ

うな自然環境において，フィールドを整備するの

ではなく，環境に応じてプログラム自体を整備し

なければならない．これは，自然環境を理解し共

存するための教育的効果が非常に高い．ここでは

本年度の実習報告に加え，今後の実習おいて自然

環境に対応していくために，実習内容の様々な問

題点を提議し，アクア・スポーツ実習について報

告する．

１. アクア・スポーツ実習の実施内
容について

１）実習履修者

　平成 28 年度のアクア・スポーツ実習の履修者

は，福岡大学スポーツ科学部のスポーツ科学科お

よび健康運動学科に在籍する学生 36 名（男子 :29

名，女子 :7 名）であった ( 表１)．履修者の属性

は，水泳部に所属する学生が最も多く，また他

種目の学生においても水泳経験者が多かった ( 図

１)．また本年度は全員がスクーバダイビングを
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履修し，C カード ( スクーバダイビングで一定の

技能講習を終了した者の技能認定が認められる

Certification カード ) の資格取得を目指した．

２）実習担当者

岩本英明 (団長 )，村上純 (副団長 )，田場昭一郎 (実

習責任者 )，山口祐一郎・森本百合香 ( 装備・生活・

医療担当 )，今村律子・當眞裕樹 ( 渉外・運送・会計・

記録担当 )，遠矢英憲・田原亮二 ( 実習先の渉外・

運送 )，阿部健司・阿部順子・加藤祐治 ( 実技指

導担当 )

３）実習期間

・プール実習

　平成 28 年 7 月 31 日 ( 日 ) 〜 8 月 1 日 ( 月 )

　平成 28 年 8 月 7 日 ( 日 ) 〜 8 月 8 日 ( 月 )

　( 事前実習は，実技演習と学科講習を実施：表２)

・海浜実習

　平成 28 年 9 月 6 日 ( 火 ) 〜 9 月 9 日 ( 金 )

　( 初日は潜水用ダイビングプールで実施：表３)

４）実施場所

・プール実習(福岡大学：室内温水プール)

　　　　　　( 名桜大学：室内潜水用プール )

表１　アクア ・スポーツ実習履修者

図１　アクア ・スポーツ実習履修者の属性
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表２　平成２８年度　プール実習の日程

表３　平成２８年度　アクア ・スポーツ海浜実習の日程
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・海浜実習(崎本部緑地公園 海岸)

・宿舎(屋我地ビーチ：沖縄県名護市字屋我143番

地)

なお海浜実習地については，悪天候により崎本部

緑地公園海岸から国頭村の奥海岸へ変更となっ

た．

５）実習内容

(1) プール実習

　実技演習は，最初に全体で水中レスキューに関

する基本トレーニングを行い，終了後に学生を 3

グループに分け，3 人の実技指導担当者と補助指

導員をプールサイドに配置し，各班の内容に応じ

て実習を実施した ( 指導内容は資料１を参照 )．

　学科講習は，NAUI の教材 (NAUI Scuba Diver)

を用い，2 名の指導員により実施した．(NAUI：

National Association of Underwater Instructors)

(2) 海浜実習

　(6 名× 3) × 2 グループに分かれて，各班の学

生の能力を把握しながら，インストラクターによ

る技術指導が行われた．また，各グループに教員

を配置して水面から実習を監視し，陸上には 3 名

の教員と 4 名の補助員を配置して事故対策を行っ

た．なお，実習終了後には連日とも Log Book を

記載させた．

６）実習履修者の泳力について

　今年のアクア・スポーツ実習を履修した学生の

「水泳Ⅰ」の実技テストの結果は，3 分間平泳ぎ

の平均距離が 167.08m ( ± 29.70)，50m クロール

泳の平均タイムが 35.54 (± 6.19)であった (表４)．

平泳ぎに関しては昨年度の履修者を上回る結果で

あり，男女ともに「水泳Ⅰ」の満点評価 ( 男子：

平泳ぎ 160m 以上・クロール 34 秒以内 ) ( 女子：

平泳ぎ 150m 以上・クロール 39 秒以内 ) に相当

するものであった．この結果からも，昨年同様に

本実習の目的である「より高い泳技術の習得」が

十分可能なレベルの学生が履修していることが伺

える．

２. 実際の実習内容について

　カリキュラム改正２年目も，昨年同様に実習に

至るまで幾度となく履修者を集ってガイダンスを

実施し，最終的に履修した 36 名全員が，途中で

離脱することなく，実習先での大きな事故やトラ

ブルもなく無事にアクア実習を終了した．

１）プール実習

　7 月 31 日 ( 日 ) は，午前の学科講習から開始し，

NAUI のテキスト (NAUI Scuba Diver) で行われ，

自然の環境で行われるマリンスポーツの理解と危

険性について，学生は緊張感をもって受講してい

た．午後のプール実習は全体練習から開始し，36

名 (18 名× 2) を 2 名の実技指導担当者と 4 名の

補助指導員で担当した．また 8 月 7 日 ( 日 ) と 8

月 8 日 ( 月 ) は，36 名を午前 (18 名 ) と午後 (18 名 )

に分けて，(6 名× 3) を 3 名の実技指導担当者と

表４　アクア ・スポーツ実習履修者の 「水泳Ⅰ」 における泳力
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6 名補助指導員で実施した ( 資料１)．実習中はダ

イビングの基本であるバディ形式を徹底し，休憩

を取りながら計 9 時間の手厚い指導が行われた．

特に 2 回目以降の実習は，スクーバダイビングで

使用する重器材を着用して専門的な技術指導が行

われ，全ての実習が終了すると，ほとんどの学生

が疲労困憊の様子であった．履修した学生は，も

ともと泳力の高い学生であったが，昨年同様に，

マリンスポーツや救助法に関する専門的な技術や

知識を習得し，海洋での実習に備えることができ

た．

２）海浜実習

　海での実習期間中，沖縄県本島へ熱帯低気圧が

接近したことにより４日間とも悪天候であった．

接近した熱帯低気圧は勢力を増して「台風 13 号」

となり，速度を増して本島を去ったのは良かった

が，実習期間中は雷雨の続く悪天候となった（図

２）．

　実習初日は，予定通り名桜大学の講義室と室内

潜水用ダイビングプールで事前指導が行われた．

潜水用ダイビングプールの実技指導は，8 月の

プール実習以来 1 ヶ月ぶりであったが，重器材の

取り扱いに戸惑うことなく行われ，昨年度の反省

点も踏まえて，今年は事前の打ち合わせ通りに実

習が進行した．しかし，学生２名が潜水用プール

で「耳抜き」が出来ず，耳（鼓膜）に痛みを訴え

たため，実習を中止して病院で検査した結果，中

耳炎のような症状があることが判明し，二日目は

大事をとって入水を禁止した．

　実習二日目は，実習予定であった崎本部の緑地

公園の海岸が遊泳禁止のため，沖縄本島のダイビ

ング環境となりうる海岸を検索したところ，西

風・西南風のため全ての海岸が入水困難となって

おり，最終的に最北端にある奥の漁港先の海岸で

の実習を視野に入れて早朝 5 時から視察を行っ

た（図３）．その結果，実習の開始時間を遅らせ

て，雨雲の動きを慎重に確認しながら２ダイブを

実施した．午前中は風の影響も少なく波も穏やか

であったが，午後からは少し波が高くなったため，

深い水深の潜水時間を制限しながら緊張感を持っ

て実施した．悪天候の中，このような環境で無事

図２　アクア実習期間中の沖縄本島の降水量と雷雲の動き
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に実習が行えたことは，自然対策と危機管理の重

要性を伝えるきっかけとなり，悪天候での事故や

トラブルの回避について深く考える実習となっ

た．実技指導担当者によると，今回のような体験

はなかなかできることではなく，実習履修者が体

育・スポーツに携わるスポーツ科学部の学生で，

一般のスクーバダイビング受講者よりも基礎体力

および基礎泳力が非常に高いこと，そして何より

も現地の方々のご協力があって実践できたとの評

価であった．

　実習三日目は，国頭村の辺土名海岸での実習を

視野に，この日も早朝 5 時から視察を行った（図

３）．しかし，二日目以上に雨雲と雷雨の危険性

が高く，午前中は宿舎待機とし，雨雲の動きを慎

重に確認しながら午後の実習内容について打ち合

わせを行った．その結果，名桜大学の潜水用プー

ルと講義室を使用する実習内容に変更した．実技

指導は潜水用プールで行われ，実際に海で行う予

定であったスキルを実施した．また講義は，今回

の悪天候時の自然環境の危険対策について，さら

に緊急時における応急処置について細かく指導す

ることができ，学生も今置かれている状況を考え，

真剣に受講する様子が伺えた．結果的に全員が C

カードを取得するための講義を全て終了し，パス

ポートダイバーの資格に準ずる実技講習を受講で

きた．また，実習終了後に希望者を集い，C カー

ド資格取得のための実技講習を実施した．

３.ダイビング実習の環境について

　海で実習を行う際には，自然環境（天候と地形）

に気をつけて実施しなければならない．その中で，

離岸流（海岸から沖合に向かってできる流れ）に

も十分な配慮が必要である．一般的に海岸から離

れた海域は，比較的一様な沿岸流であるが，海岸

に近い海域になると，海水の循環により沖合から

海岸へ向かう「向岸流」，海岸に沿って流れる「並

岸流」，海岸から沖合に向かう「離岸流」によっ

て循環している．離岸流は，その海岸の地形によっ

て発生するため，風向・風速・潮汐などを配慮し

て実習地を決定しなければならない（図４）．こ

のようなリップカレント（Rip current）やリーフ

カレント（Reef current）によって事故が発生する

ケースは多く，ダイビングの実習地に関しては十

分注意しなければならない．本実習でも，事前視

察により，地形を把握しながらダイビングポイン

トを決定した（図５）．

図３　アクア実習の実施場所と宿泊施設
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図４　離岸流について （発生する海岸と地形）

図５　アクア ・スポーツ実習を実施した奥海岸
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４.アンケートの調査結果について

　平成 28 年度にアクア・スポーツ実習を履修し

た学生に対してアンケート調査を実施した．アン

ケート調査は，個人情報保護と得られた情報の公

表に関して，文中で学生の同意を得ることにより，

倫理的な配慮を行い，アンケート調査の回答率は

100% であった．

１）実習の内容について

　図６は，平成 27 年度および平成 28 年度の「教

育の教材」としてのスクーバダイビングに関する

５段階評価の結果を示した．アンケート調査の結

果，「実習内容についての満足度」は 27 年度の 4.65

に対して本年度は 3.72，以下「教育の教材として

適正」は 4.67 に対して 4.39，「専門的な知識の習

得」は 4.37 に対して 4.25 であった．本年度の実

習は悪天候の中で実施され，コンディションの良

くない状況にあったが，学生の意見は思ったより

も高い評価であった．また「実習内容の危険性に

ついて」は，昨年の 2.42 に対して 2.06 であった．

このことから，自然環境に左右された本年度の実

習において，緊張感を持って実施することで危機

管理意識が高まることが窺えた．本年度は，昨年

度と全く異なる自然環境であったが，その環境に

応じて大自然を十分に理解できた実習であったこ

とが窺える．

２）実習の満足度について

　図７は，平成 27 年度および平成 28 年度の「実

習に関する満足度」の５段階評価の結果示した．

この結果から，「本実習を履修してよかった」は

27 年度の 4.77 に対して 4.17，「友人や後輩に進め

たい」は 4.47 に対して 4.14，「マリンスポーツが

好きになった」は 4.53 に対して 4.17，さらに「機

会があればより高い資格を取得したい」は 3.91

に対して 3.58 という結果であった．全ての項目

において，昨年度を下回る結果であったが，本年

度の実習コンディションを配慮すると非常に高い

満足度であることが窺える．また「将来的にスクー

バダイビングに関わる仕事がしたい」は，昨年度

の 2.65 に対して 2.36 であった．学生が将来的に

職業としてもダイビングに興味が持てるような指

導内容を考案する必要性も否めない．またアン

ケート結果の「スキルアップのためにアクア実習

Ⅱを実施して欲しい」という意見に関して追記す

ると 3.89 であった．今後は，マリンスポーツ等

図６　「教育の教材」 としてのスクーバダイビングについて （５段階評価）
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の指導者を目指す学生に対して「アクア・スポー

ツ実習Ⅱ」などの設置も視野に入れることが必要

であろう．

５. 今後の課題について

　本実習のカリキュラム改正の際に，これまでの

過去の気候状況を調査し，最も台風の影響がない

時期にアクア・スポーツ実習を計画してきたが，

今後は雷雨の影響で実習が困難となることも想定

しなければならない．また，実習が困難となった

場合のプログラムに関しても，様々な実習内容を

事前に考案する必要性を感じた．また実習地変更

に伴い，学生の健康管理と安全確保のためにも，

緊急時対応マニュアルの見直しも必要である．

　今後の課題としては，事前の行われるプール実

習で「潜水用プール」を活用したディープダイビ

ングの技術習得することにより，海浜実習の初日

から海で実技演習が実施できるプログラムを考案

することで，海浜実習が時間的にゆとりのある日

程となるであろう．さらには宿泊日数を増やすこ

とも，予算を踏まえて視野に入れなければならな

い．また履修者については，海浜実習中に学生２

名が潜水用プールで「耳抜き」が出来ず，耳（鼓

膜）に痛みを訴え，中耳炎のような症状があるこ

とが判明した．これまでは，健康診断書と心電図

検査を実施してきたが，耳鼻科等において呼吸循

環器系の検査も必要である． 

６. 総括

　今回のアクア実習は，実際に海で大自然と共有

しながら泳ぐこと，大自然と向き合う際の環境整

備と危機管理，自己保全能力に対する自己責任は

もちろんの事，トラブルが発生しないための準備

に気を配ることの重要性を学習できた．これは，

集中実習の教育に基づく教材として非常に重要な

要素であり「体育スポーツの指導者を養成するに

あたって，シーズンに亘って自然の中で行うス

ポーツを体験させるべく，安全対策を習得させる」

を理解することに繋がる．

　また，昨年度からのアクア実習のカリキュラム

変更に伴い，第一候補として崎本部緑地公園沿岸

を挙げ，実習が困難な場合は，南西等への場所の

変更が可能かどうかも視野に入れ，また台風が上

陸した場合のプログラムの変更についても，各先

図７　アクア実習の満足度について （５段階評価）
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生の助言を頂いて事前に準備を行って実習候補地

を考案してきた．しかし，今回の実習をもって，

予想以上に実習が困難となる可能性があることが

解った．

　このような状況において，アンケート調査結果

によると，アクア・スポーツ実習を履修した理由

として「海が好きだから」との回答が 52.8％，さ

らに「資格 (C カード ) が取得できるから」の回

答が 63.9％で最も多く，新しいプログラムとして

の「資格取得」に学生が興味を示していることが

判った．特に今回の実習においては，パスポート

ダイバーの資格から希望者を集い，C カード資格

取得のための実技講習を実施したところ，35 名

の学生が追加ダイビングを行って資格を取得した

ことは喜ばしいことである．来年度以降も，この

アクア実習がより充実した内容となるよう努めて

いきたい．
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